
日
蓮
宗
世
界
立
正
平
和
運
動

中

濃

教

篤

(
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
)

世
界
立
正
平
和
運
動
の
幕
あ
け

昭
和
二
十
九
年
三
月
、
焼
津
の
マ
グ
ロ
漁
船
福
竜
丸
が
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
の

「
死
の
灰
」
を
か
ぶ
り
、
乗
組
員
の
一
人
で
あ
っ
た
久

保
山
愛
吉
氏
が
、
帰
港
後
死
亡
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ビ
キ
ニ
事
件
が
発
生
し
た
。
丁
度
、
そ
れ
か
ら
一
カ
月
後
に
、
日
本
山
妙
法
寺

の
提
唱
で

「
世
界
平
和
者
日
本
会
議
」

が
開
か
れ
、
海
外
八
カ
国
の
代
表
も
参
加
し
て
、
ビ
キ
ニ
事
件
に
抗
議
の
意
を
込
め
た

「
原
水
爆

禁
止
平
和
宣
言
」

を
発
表
し
た
。
杉
並
の
主
婦
た
ち
を
中
心
に
、
世
界
か
ら
原
水
爆
を
な
く
そ
う
と
の
叫
び
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
原
水

爆
禁
止
の
署
名
運
動
に
盛
り
あ
が
っ
て
き
た
の
も
、
そ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
日
本
学
術
会
議
が
第
十
七
回
総
会
で
、
水
爆
実
験
の
中
止
、

核
兵
器
研
究
の
拒
否
、
原
子
力
研
究
の
三
原
則
(
公
開
・
民
主
・
自
主
)

を
声
明
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
国
民
世
論
と
関
係
が
あ
っ
た
し
、

本
宗
で
も
、
東
北
そ
の
他
の
地
方
寺
院
有
志
か
ら
、
宗
門
と
し
て
原
水
爆
禁
止
の
運
動
に
起
ち
あ
が
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
強
い
要
望

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
宗
内
世
論
を
反
映
し
た
形
で
同
(
二
十
九
)
年
十
一
月
二
十
六
日
、
小
松
内
局
は
「
世
界
立
正

平
和
運
動
全
日
蓮
教
徒
大
会
」

の
開
催
を
決
め
、
増
田
管
長
を
先
頭
に
、
「
世
界
立
正
平
和
」
「
原
水
爆
禁
止
」

の
旗
を
立
て
、
靖
国
神
社

前
か
ら
神
田
共
立
講
堂
ま
で
、
約
三
千
名
の
檀
信
徒
と
と
も
に
行
進
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
小
松
総
長
は
、
発
願
の
趣
旨
を
、
「
宗
祖
日
蓮

大
聖
人
の
立
正
安
国
の
大
誓
願
を
仰
ぐ
吾
々
白
蓮
教
徒
は
、
比
の
時
、
比
の
際
、
戦
争
の
起
ら
ぬ
よ
う
、
惨
虐
な
る
爆
弾
の
使
用
を
禁
止

す
る
た
め
、
東
西
二
大
陣
営
の
指
導
者
は
勿
論
、
世
界
の
識
者
に
向
っ
て
、
そ
の
反
省
と
考
慮
を
促
す
」

と
訴
え
た
。
大
会
に
は
、
石
橋

聞



湛
山
・
椎
尾
弁
巨
の
講
師
が
招
か
れ
、
「
平
和
講
演
」

を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
会
で
は
、
「
吾
等
白
蓮
教
徒
は
、
生
命
尊
重
、
文
明

擁
護
の
精
神
か
ら
如
何
な
る
戦
争
に
も
反
対
し
、
特
に
原
水
爆
行
使
の
絶
滅
を
期
す
る
」

な
ど
三
項
目
の
決
議
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
を
う

け
て
十
二
月
十
六
日
に
は
、
静
岡
県
焼
津
市
で
、
世
界
立
正
平
和
運
動
の
静
岡
県
教
徒
大
会
が
も
た
れ
、
管
長
導
師
に
よ
る
法
要
の
あ
と
、

久
保
田
正
文
・
山
口
喜
久
一
郎
両
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。
い
わ
ば
こ
れ
が
、
世
界
立
正
平
和
運
動
の
前
史
で
あ
っ
た
。

立
正
平
和
委
員
会
の
成
立

こ
の
よ
う
な
動
き
を
う
け
、
翌
昭
和
三
十
年
六
月
に
開
か
れ
た
第
二
臨
時
宗
会
で
、
「
世
界
立
正
平
和
運
動
本
部
規
程
」

が
成
立
し
た
。

そ
の
第
一
条
に
は
、
「
世
界
立
正
平
和
運
動
を
行
う
た
め
、
世
界
立
正
平
和
本
部
を
宗
務
院
に
設
置
す
る
」

と
あ
り
、
第
二
条
で
、
「
平
和

本
部
総
裁
は
管
長
、
本
部
長
は
宗
務
総
長
と
す
る
」

と
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
八
月
六
日
、
広
島
で
第
一
回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か

れ
て
い
る
が
、
本
宗
で
は
、
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
原
爆
犠
牲
者
追
悼
碑
の
前
で
、
管
長
導
師
に
よ
る
追
善
大
法
要
を
厳
修
す
る
と
と
も
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に
、
午
後
五
時
半
か
ら
は
、
数
千
の
檀
信
徒
が
平
和
公
園
広
場
ま
で
太
鼓
を
打
っ
て
唱
題
行
進
を
行
な
い
、
平
和
大
会
を
開
い
た
。
こ
れ
-

に
は
、
広
島
市
長
、
広
島
宗
教
平
和
会
議
出
席
の
海
外
代
表
な
ど
が
参
加
し
た
。

翌
三
十
一
年
に
は
、
本
部
内
に
平
和
委
員
会
の
設
置
が
な
さ
れ
、
久
保
田
正
文
・
及
川
真
学
・
中
濃
教
篤
・
菅
谷
正
賞
・
佐
藤
智
雄
・

立
石
多
真
恵
の
諸
氏
が
委
員
に
推
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第
一
回
委
員
会
で
、
久
保
田
正
文
師
が
委
員
長
に
就
任
し
た
。

第
二
回
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
方
針
の
お
も
な
る
も
の
は
、
平
和
叢
書
と
し
て
、
「
立
正
平
和
と
は
」
「
原
水
爆
の
恐
怖
」
「
立
正
平
和
と

四
海
帰
妙
」

「
仏
性
関
頭
運
動
」

「
平
和
は
合
掌
か
ら
」

な
ど
の
発
行
・
企
画
、
祈
願
活
動
と
し
て
、
「
修
法
師
に
よ
る

『
立
正
平
年
祈
願
』

の
執
行
、
八
・
一
五
終
戦
記
念
日
を
期
し
全
国
一
斉
祈
願
会
の
挙
行
」

な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
宗
外
活
動
と
し
て
は
、
㈲
仏
教
界
全

体
の
運
動
と
し
て
も
り
あ
げ
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
等
に
強
力
に
働
き
か
け
る
。
㈲
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
と
の
関
連
を
強
化
し
、

そ
の
運
動
実
践
に
協
力
す
る
。
い
内
閣
各
政
党
に
働
き
か
け
、
国
会
に
本
運
動
を
反
映
さ
せ
る
。
お
よ
び
各
国
元
首
・
国
連
へ
の
P
R
運



動
の
継
続
や
海
外
へ
平
和
使
節
並
び
に
布
教
師
の
派
遣
を
行
な
う
こ
と
、
な
ど
を
決
定
し
た
。
こ
の
平
和
委
員
会
の
成
立
と
と
も
に
、
各

地
に
お
け
る
立
正
平
和
運
動
地
方
大
会
が
活
発
化
し
、
宗
の
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
。
そ
の
あ
ら
わ
れ
が
、
昭
和
三

十
三
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
話
会
で
あ
る
。
こ
の
組
織
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
各
派
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
、

大
本
教
(
人
類
愛
書
会
)
、
日
本
山
妙
法
寺
、
世
界
立
正
平
和
運
動
本
部
な
ど
が
中
心
的
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
の
ち
に
全
日
本
仏
教
会
も
団
体

加
盟
を
し
て
い
る
。
本
宗
で
は
、
管
長
が
代
表
委
員
に
、
三
谷
会
祥
・
中
濃
教
篤
両
師
が
幹
事
に
選
出
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
一
年
二
月
、
立
正
平
和
委
員
会
で
は
、
中
濃
・
佐
藤
両
平
和
委
員
を
派
遣
し
て
、
愛
知
県
小
牧
基
地
拡
張
に
関

す
る
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
の
種
の
調
査
は
、
既
成
仏
教
教
団
と
し
て
は
初
の
試
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
論
は
、
①
先
ず
基
地
周
辺
に
お

け
る
農
民
の
心
痛
を
知
る
こ
と
は
、
仏
者
の
責
任
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
と
努
力
を
宗
務
当
局

は
払
う
べ
き
で
あ
る
。
②
基
地
寺
院
の
問
題
は
、
そ
の
ま
ま
檀
信
徒
の
問
題
で
も
あ
る
。
と
く
に
祖
先
が
眠
る
墓
地
が
接
収
さ
れ
、
死
後
一

の
安
住
の
地
す
ら
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
さ
ら
か
に
政
治
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
仏
者
と
し
て
放
置
す
べ
き
で
な
い
。
③
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そ
の
他
、
基
地
対
策
(
妙
遠
寺
の
あ
る
小
牧
を
中
心
と
し
た
)
に
つ
い
て
は
、
平
和
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
-

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
が
縁
と
な
り
、
「
小
牧
基
地
拡
張
反
対
」

が
宗
議
会
で
決
議
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
反
省
に
立
つ
運
動

と
こ
ろ
で
、
昭
和
三
十
一
年
度
の
宗
外
活
動
と
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
同
年
十
月
二
十
五
日
に
東
京
千
代
田
公
会
堂
で
中
国
人
件

虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
(
大
谷
豊
潤
会
長
)
と
共
催
し
た
中
国
人
停
虜
殉
難
者
全
国
合
同
慰
霊
祭
で
あ
る
。
片
山
哲
祭
主
、
増
田
管
長

導
師
の
も
と
で
行
な
わ
れ
た
こ
の
催
し
は
、
戦
時
中
に
中
国
人
民
を
強
制
連
行
し
、
炭
坑
そ
の
他
で
重
労
働
に
就
か
せ
て
、
そ
の
う
ち
七

千
名
余
を
虐
殺
し
た
こ
と
へ
の
反
省
俄
悔
行
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、
当
日
の
導
師
追
悼
文
に
も
し
め
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
夫
れ
惟
み
る
に
、
日
中
両
国
の
歴
史
的
文
化
的
関
係
は
古



く
し
て
且
つ
深
さ
も
の
あ
り
。
十
有
三
世
紀
を
距
る
昔
か
ら
彼
我
の
交
渉
は
度
を
重
ね
、
密
を
加
え
、
所
謂
同
文
同
種
、
唇
歯
輔
車
の
間

柄
に
あ
り
し
こ
と
は
両
国
識
者
の
斉
し
く
認
む
る
と
こ
ろ
な
ら
ん
。
然
る
に
我
が
国
策
の
誤
る
と
こ
ろ
伝
統
の
平
和
を
破
り
、
兄
弟
の
親

善
を
害
い
、
遂
に
戦
火
を
交
え
、
惨
禍
を
極
め
、
あ
ま
つ
さ
え
中
国
人
民
を
停
虜
と
な
し
、
そ
の
生
命
を
失
わ
し
む
る
に
至
れ
り
。
中
国

民
衆
の
怒
り
知
る
べ
く
、
遺
族
の
悲
し
み
察
す
る
に
余
り
あ
り
。
ま
こ
と
に
漸
悦
に
堪
え
ず
陳
謝
に
辞
な
し
と
い
わ
ざ
る
べ
か
ず
」

と
い

う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
が
縁
と
な
り
、
そ
の
殉
難
者
の
遺
骨
を
中
国
へ
送
還
す
る
第
七
次
の
遺
骨
送
還
奉
持
団
に
長
瀬
貴
公
師
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
出
発
に
さ
き
だ
ち
、
昭
和
三
十
二
年
五
月
、
浅
草
本
法
寺
で
、
追
悼
大
法
要
が
営
ま
れ
る
と
と
も
に
、
中
濃
平
和
委
員
の
仲
介
で

長
瀬
師
に
託
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
中
国
仏
教
協
会
宛
管
長
名
書
輪
が
送
ら
れ
た
。
「
私
は
、
世
界
平
和
を
確
立
し
、
そ
の
文
明
を
擁
護
し
、

人
類
の
福
祉
を
増
進
す
る
に
は
、
単
な
る
軍
備
の
縮
少
で
な
く
、
更
に
進
ん
で
軍
備
を
撤
廃
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
達
成
し
得
な
い
も
の

-

と
信
じ
て
お
り
ま
す
」

と
。
こ
の
管
長
書
輪
を
う
け
、
同
年
九
月
、
全
日
本
仏
教
会
か
ら
終
戦
後
は
じ
め
て
の
訪
中
日
本
仏
教
親
善
使
節
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団
(
高
階
龍
仙
団
長
)
が
派
遣
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
に
加
わ
っ
た
三
谷
会
祥
・
中
濃
教
篤
両
師
は
、
北
京
で
趨
模
初
副
会
長
と
懇
談
を
ー

重
ね
、
左
の
ご
と
き
共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

「
我
々
は
、
日
本
仏
教
徒
と
中
国
仏
教
徒
を
代
表
し
て
、
輝
か
し
い
仏
陀
の
慈
光
を
仰
ぎ
つ
つ
、
原
水
爆
禁
止
と
軍
備
縮
少
、
撤
廃
に

関
し
、
全
世
界
の
仏
教
徒
及
び
全
人
民
に
訴
え
る
。
原
水
爆
の
脅
威
は
、
日
本
人
民
の
み
で
な
く
全
世
界
人
民
に
共
通
し
た
重
大
な
問
題

で
あ
る
。
核
爆
発
に
よ
る
空
気
の
汚
染
、
食
物
の
汚
染
は
、
そ
の
ま
ま
人
類
の
身
体
に
恐
る
べ
き
影
響
を
与
え
、
人
類
の
子
孫
に
ま
で
及

ぶ
と
い
う
こ
と
は
科
学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
類
を
滅
亡
に
導
く
核
兵
器
の
実
験
は
、
即
時
に
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
使
用
も
ま
た
永
久
に
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
各
国
が
現
有
す
る
軍
備
を
一
日
も
早
く
縮
少
、
撤
廃
し
、
国
際
緊

張
を
緩
和
す
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
人
類
が
平
和
で
幸
福
な
る
生
活
を
営
み
う
る
こ
と
こ
そ
、
仏
陀
の
精
神
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
日
中
両
国
仏
教
徒
は
ア
ジ
ア
の
仏
教
徒
、
世
界
の
仏
教
徒
及
び
全
世
界
の
人
民
と
と
も
に
手
を
携
え
、
原
水
爆
禁
止
、
軍
備
縮
少
、



撤
廃
の
た
め
に
精
進
す
る
こ
と
を
誓
願
す
る
」

こ
の
よ
う
な
共
同
声
明
が
既
成
仏
教
教
団
に
よ
っ
て
、
ま
た
国
交
未
回
復
の
社
会
主
義
国
の
仏
教
教
団
と
の
間
で
結
ば
れ
た
と
い
う
の

は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
内
容
は
、
今
日
ま
す
ま
す
大
き
な
意
味
を
加
え
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
れ
よ
り
さ
き
の
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
に
ネ
パ
ー
ル
で
開

か
れ
た
第
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
(
世
界
三
十
カ
国
参
加
)
に
出
席
し
た
石
川
存
静
平
和
委
員
は
、
平
和
本
部
の
意
を
帯
し
、
反
対
意
見
を

説
得
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
議
を
通
過
さ
せ
て
い
る
。
「
世
界
の
す
べ
て
の
国
家
及
び
国
民
的
の
平
和
・
友
好
・
親
善
及
び
同
胞
感
を
強

固
に
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
我
々
は
、
全
世
界
の
政
府
及
び
国
民
が
戦
争
に
よ
る
破
壊
を
目
的
と
す
る
核
兵
器
及
び
凡
ゆ
る
兵
器

ま
た
、
翌
三
十
二
年
三
月
の
宗
議
会
は
、
英
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
島
の
水
爆
実
験
に
反
対
す
る
と
し
て
、
「
最
近
、
英
国
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
一

島
に
お
い
て
水
爆
実
験
を
行
お
う
と
し
て
い
る
。
原
水
爆
禁
止
世
界
立
正
平
和
運
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
わ
が
宗
門
と
し
て
は
、
宗
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教
的
立
場
よ
り
、
こ
れ
を
看
過
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
日
蓮
宗
宗
会
は
、
こ
れ
に
断
固
反
対
す
る
」
と
の
決
議
文
を
笹
津
海
学
議
長
名
で
ー

採
択
し
た
。
ま
た
翌
三
十
三
年
十
月
に
は
、
ソ
連
の
核
実
験
に
抗
議
す
る
管
長
名
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
に
送
っ
て
い
る
。

こ
の
宗
議
会
決
議
の
あ
と
、
新
内
局
の
も
と
で
の
第
一
回
平
和
委
員
会
(
浜
田
本
悠
委
員
長
)
が
開
か
れ
、
山
崎
海
弘
本
部
事
務
局
次
長

か
ら
運
動
の
趣
旨
徹
底
の
具
体
策
と
し
て
、
①
立
正
平
和
理
念
の
徹
底
及
び
現
実
批
判
等
に
関
す
る
文
書
宣
伝
、
②
原
水
爆
禁
止
及
び
戦

争
絶
対
反
対
の
集
団
的
運
動
、
③
平
和
祈
願
会
及
び
彼
我
戦
残
死
者
の
追
善
法
会
な
ど
が
し
め
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
当
局
の
説
明
に
対
し
、

各
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
希
望
が
述
べ
ら
れ
た
。

国
際
運
動
に
関
し
て
は
、

①
出
版
物
に
よ
り
世
界
各
国
へ
立
正
平
和
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
。
②
本
年
八
月
、
東
京
で
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
出

席
す
る
外
国
人
仏
教
徒
と
懇
談
を
行
な
う
。
③
外
国
人
の
来
朝
を
調
査
し
、
懇
談
会
の
機
会
を
設
け
る
。



国
内
運
動
と
し
て
、

①
国
際
運
動
を
重
視
す
る
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
に
国
内
運
動
を
充
実
す
る
。
②
各
宗
の
代
表
者
と
懇
談
し
、
提
携
し
て
運
動
を
推
進

す
る
。
③
立
正
平
和
運
動
の
理
念
を
確
立
す
る
。
④
布
教
師
に
、
平
和
布
教
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。
⑤
日
蓮
宗
新
聞
に
平

和
欄
を
設
け
て
、
毎
号
立
正
平
和
運
動
の
推
進
文
を
掲
載
す
る
。
⑥
婦
人
・
青
年
の
平
和
運
動
に
対
す
る
結
集
を
行
な
う
。
⑦
立
正

平
和
運
動
に
対
す
る
懸
賞
文
を
募
集
す
る
。
⑧
情
報
の
収
集
、
刊
行
書
類
等
の
調
査
。
⑨
憲
法
改
正
・
再
軍
備
・
基
地
問
題
等
に
つ

い
て
、
本
宗
の
平
和
運
動
を
実
施
す
る
う
え
に
、
牡
を
き
め
る
こ
と
が
必
要
。

な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
出
さ
れ
て
い
る
日
蓮
宗
新
聞
の

「
立
正
平
和
運
動
の
ペ
ー
ジ
」
欄
は
早
速
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
第
一
号
の
執
筆
を
担
当
し
た
中
濃
平
和
委
員
は
、
そ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
当
時
の
状
況
を
記
し
て
い
る
。
「
と
く
に
重
要
な
こ
と
は
、

(
英
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
島
水
爆
実
験
に
)
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
て
、
セ
イ
ロ
ン
・
マ
レ
ー
な
ど
の
仏
教
徒
も
ク
リ
ス
マ
ス
島
実
験
、
原
水
一

爆
実
験
に
強
く
反
対
の
叫
び
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
昨
年
、
ネ
パ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
世
界
仏
教
徒
会
議
で
の

『
原
水
爆
反
対
決
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議
』
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
得
な
い
。
こ
の
ネ
パ
ー
ル
大
会
に
お
け
る
提
案
こ
そ
、
世
界
立
正
平
和
運
動
を
展
開
し
て
い
る
わ

-

が
日
蓮
宗
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
世
界
の
世
論
は
、
つ
い
に
イ
ギ
リ
ス
の
実

験
を
三
月
か
ら
四
月
に
延
期
せ
し
め
、
い
ま
だ
に
実
現
困
難
に
追
い
込
ん
で
い
る
原
動
力
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
実
の
な
か
で
、
本
宗
の

平
和
運
動
の
占
め
る
位
置
は
非
常
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
残
念
な
の
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
島
実
験
が
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
だ
し

た
頃
、
宗
内
の
政
変
と
や
ら
で
平
和
運
動
も
地
に
つ
か
ず
、
何
ら
の
意
志
表
示
も
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
身
延
で
宗
会

が
開
か
れ
て
い
た
た
め
、
宗
会
の
決
議
が
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
つ
い
に
運
動
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
点
は
、
宗
務
当
局
者
の

充
分
反
省
す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
」

と
。

こ
う
し
た
宗
務
当
局
の
一
般
的
風
潮
は
、
そ
の
後
も
あ
ら
わ
れ
て
は
消
え
の
状
態
で
続
い
た
が
、
増
田
管
長
の
熱
意
で
立
正
平
和
運
動

の
火
は
燃
え
つ
づ
け
た
。



そ
の
一
例
を
あ
げ
て
見
よ
う
。
昭
和
三
十
二
年
八
月
九
日
、
全
日
本
仏
教
会
・
仏
教
者
平
和
懇
談
会
・
立
正
平
和
運
動
本
部
共
催
に
よ

る
原
爆
犠
牲
者
十
三
回
忌
法
要
が
増
上
寺
で
厳
修
さ
れ
た
が
、
そ
れ
か
ら
三
日
後
の
八
月
十
二
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
で
は
、
世
界
二
十
四
カ
国
の
代
表
約
一
万
名
の
前
で
増
田
管
長
は
議
長
団
を
代
表
し
て
、
「
私
は
仏
教
者
と
し
て
、
あ
の

戦
争
を
防
止
す
る
こ
と
も
、
終
了
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
微
力
を
深
く
反
省
す
る
。
日
本
の
国
民
は
、
地
球
上
で
再
び
原
水
爆
の

惨
禍
が
再
現
し
な
い
よ
う
に
祈
っ
て
い
る
。
戦
争
絶
滅
と
軍
備
の
撤
廃
こ
そ
、
私
た
ち
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
」

と
挨
拶
し
、
参
加
者
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
浴
び
た
。

唱
題
平
和
行
進
始
ま
る

と
こ
ろ
で
、
こ
の
世
界
立
正
平
和
運
動
は
、
し
だ
い
に
各
宗
務
所
管
内
に
ひ
ろ
が
り
、
各
地
で
立
正
平
和
大
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
一

っ
た
。
昭
和
三
十
二
年
七
月
に
、
富
岡
市
で
群
馬
大
会
が
催
さ
れ
、
セ
イ
ロ
ン
大
使
の
ホ
ン
セ
イ
カ
氏
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
平
和
団
体
の
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モ
ー
ロ
ー
代
表
な
ど
が
出
席
し
た
の
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
し
か
し
他
面
で
は
、
こ
れ
ら
海
外
代
表
を
日
の
丸
の
旗
波
で
迎
え
る
な
ど
の
-

思
想
的
混
乱
も
、
あ
ち
こ
ち
の
大
会
で
見
ら
れ
も
し
た
。

そ
う
し
た
地
方
で
の
盛
り
あ
が
り
を
基
盤
に
、
特
筆
す
べ
き
実
践
行
動
が
起
き
た
。
そ
れ
は
、
「
私
た
ち
が
再
び
原
爆
で
殺
さ
れ
な
い
た

め
に

-
世
界
の
人
々
と
原
爆
で
殺
し
合
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
竹
内
泰
存
師
が
東
京
と
広
島
問
の
唱
題
平

和
行
進
に
取
り
組
ん
だ
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
時
に
山
田
日
真
師
が
管
長
に
就
任
し
た
年
、
す
な
わ
ち
昭
和
三
十
四
年
六
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
折
し
も

『
立
正
安
国
諭
』
進
献
国
諌
七
百
年
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
山
田
管
長
の
先
導
に
よ
り
、
広
島
・
福
岡
・
長
崎
で
立
正

平
和
大
会
が
開
か
れ
た
。
と
く
に
広
島
と
長
崎
で
は
、
管
長
自
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
原
爆
病
院
を
訪
れ
、
親
し
く
被
爆
患
者
を
見
舞
っ
た
。

ま
た
広
島
で
八
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
議
長
団
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
と
と
も
に
、
翌
日
に
は
、
原
爆
犠
牲

者
の
追
悼
大
法
要
を
奉
行
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き
の
三
月
五
日
、
口
田
宗
務
総
長
を
先
頭
に
、
立
正
平
和
運
動
本
部
は
、
浅
草
方
面
を
中



心
に
被
爆
者
援
護
の
托
鉢
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
年
三
月
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
岸
首
相
が
、
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
し
て
敵
基
地

を
攻
撃
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
か
、
防
御
用
小
型
核
兵
器
は
合
憲
で
あ
る
と
答
弁
し
、
翌
年
に
せ
ま
っ
て
い
る
日
米
安
保
条
約
の
改
定

に

「
キ
ナ
臭
さ
」

を
国
民
に
感
じ
さ
せ
て
い
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
保
阻
止
と
国
民
会
議
に
よ
る
日
米
安
保
条
約
改
定

反
対
の
統
一
行
動
が
数
次
に
わ
た
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
国
会
周
辺
は
、
文
字
通
り
物
情
騒
然
た
る
あ
り
様
だ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
立
正
平
和
運
動
と
い
い
な
が
ら
、
原
水
爆
禁
止
は
叫
ぶ
も
の
の
、
運
動
の
中
心
は

「
被
爆
者
救
援
」

に
の
み
し
ぼ
ら
れ
る
傾

向
を
強
め
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
米
安
保
条
約
改
定
へ
の
対
応
な
ど
は
、
論
議
の
対
象
と
も
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

そ
の
論
拠
は
一
貫
し
て
「
宗
教
者
ら
し
い
独
自
の
運
動
」
の
強
調
に
あ
っ
た
。
そ
れ
と
「
心
の
平
和
」

「
平
和
の
意
志
」
諭
が
こ
と
さ
ら
に

主
張
さ
れ
出
し
も
し
た
。
こ
の
傾
向
が
、
昭
和
四
十
五
年
頃
か
ら
の
身
延
山
を
中
心
と
し
た
世
界
連
邦
運
動
へ
と
受
け
つ
が
れ
て
行
っ
た
。

こ
こ
に
は
、
既
成
教
団
内
の
運
動
の
も
ろ
さ
が
、
い
か
ん
な
く
し
め
さ
れ
て
い
る
。

立
正
平
和
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

こ
こ
で
、
立
正
平
和
運
動
本
部
が
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
こ
と
も
無
駄
で
は
な
い

と
思
う
。
何
故
な
ら
ば
、
当
時
の
立
正
平
和
運
動
に
対
す
る
宗
門
の
受
け
と
め
方
の
一
端
が
伺
え
る
か
ら
で
あ
る
。
対
象
は
、
支
部
長
(
宗

務
所
長
)
七
十
三
の
う
ち
回
答
者
三
十
九
、
宗
会
議
員
四
十
一
の
う
ち
十
七
、
平
和
委
員
八
の
う
ち
互
の
各
聖
で
あ
る
。
先
ず
「
平
和
運
動

の
方
向
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
①
従
来
の
原
水
爆
禁
止
運
動
を
中
心
に
目
標
を
し
ぼ
っ
た
方
が
よ
い
(
四
十
五
名
)
、
②
幅
広
い
運
動
の
方

が
よ
い

(
十
一
名
)
。
「
運
動
の
効
果
に
つ
い
て
」
 
、
①
日
本
原
水
協
を
始
め
平
和
団
体
と
同
調
協
力
し
た
方
が
よ
い

(
二
十
六
名
)
、
②
独

自
の
立
場
で
や
っ
た
方
が
よ
い

(
十
四
名
)
、
③
他
の
宗
教
団
体
の
み
と
同
調
協
力
し
た
方
が
よ
い

(
十
九
名
)
。
「
本
部
の
運
動
に
つ
い

て
」
 
、
①
現
在
の
ま
ま
で
よ
い

(
四
十
一
名
)
。
②
改
め
た
方
が
よ
い

(
十
一
名
)
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
評
で
は
、
「
立
正
平
和
運
動
の
方

向
と
し
て
、
国
内
諸
問
題
を
含
め
た
幅
広
い
運
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
が
政
治
的
、
思
想
的
に
革
新
的
傾
向
と
み
ら
れ
、
そ
れ
に
同
調
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す
る
こ
と
は
、
立
正
平
和
運
動
そ
の
も
の
が
、
そ
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
と
い
う
批
判
で
あ
り
、
平
和
本
部
が
従
来
堅
持
し
て
き
た
不
偏
中

道
の
運
動
方
法
が
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
も
、
宗
教
団
体
の
平
和
運
動
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
左
右
さ
れ
ず
、
中
道
を
ゆ
く
べ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
本
部
の
運
動
を
改
め
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
や
れ
、
線
香

花
火
的
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見
が
多
い
」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
道
諭
は
、
創
価
学
会
・
公
明
党
な
ど
が
い
う
中
道
論
と
違
い
が

な
い
。
こ
れ
で
は
、
何
が
真
実
か
を
正
法
の
明
鏡
に
て
ら
し
て
諦
ら
か
に
す
る
と
い
う
日
蓮
的
仏
法
の
立
場
で
は
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
傾
向
が
既
成
仏
教
教
団
に
強
い
こ
と
も
ま
た
真
実
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
地
方
支
部
の
事
情

が
生
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
「
地
方
支
部
の
概
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
①
運
動
の
年
度
方
針
を
た
て
、
実
施
し
て
い
る
(
三
)
、
②
支

部
平
和
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
協
力
を
得
て
い
る

(
六
)
、
③
運
動
に
つ
い
て
管
内
住
職
担
任
が
関
心
を
も
っ
て
い
る

(
十
二
)
、
と
な

っ
て
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
、
「
立
正
平
和
運
動
は
本
部
の
運
動
の
み
で
な
く
、
宗
門
の
全
国
的
運
動
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
一

い
と
の
方
針
の
も
と
に
、
宗
務
所
単
位
に
運
動
の
支
部
を
設
置
し
、
地
方
の
実
際
に
立
脚
し
て
自
主
的
な
運
動
展
開
を
依
頼
し
た
が
、
現

1
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在
支
部
設
置
は
四
十
四
で
あ
る
も
、
支
部
活
動
の
実
態
は
前
掲
の
通
り
低
調
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
一

る
」
と
し
て
、
「
地
方
で
平
和
運
動
推
進
の
支
障
点
は
何
か
」
の
解
答
を
記
し
て
い
る
。
①
管
内
が
無
関
心
で
あ
り
不
一
致
で
あ
る
。
②
宗

務
所
長
始
め
指
導
者
の
熱
意
が
乏
し
い
。
③
平
和
運
動
が
過
激
の
労
組
や
左
翼
文
化
人
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
④
最
近
の
平
和
運
動

は
幅
が
広
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
つ
い
て
ゆ
け
な
い
。
⑤
平
和
運
動
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
⑥
寺
院
の
環
境
が
保
守
・
反
動
・

無
自
覚
・
事
大
主
義
・
日
よ
り
み
主
義
で
あ
る
。
⑦
経
費
の
捻
出
が
困
難
で
あ
る
。
⑧
平
和
運
動
と
信
仰
と
の
結
び
つ
き
が
な
い
。
⑨
本

部
か
ら
の
具
体
的
な
指
示
が
少
い
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
「
以
上
を
綜
合
し
て
み
る
と
、
本
宗
と
し

て
立
正
平
和
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
全
員
が
賛
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
運
動
が
本
宗
の
布
教
活
動
、
本
宗
の
国
際
的
立
場
上
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
今
後
の
立
正
平
和
運
動
は
、
従
来
の
よ
う
に
他
の
団
体
機
関
と
協
力
提
携
す
る
が
、
あ
く
ま

で
も
宗
教
団
体
の
立
場
を
堅
持
し
、
特
に
他
の
宗
教
団
体
と
密
接
な
提
携
を
し
て
、
不
偏
の
立
場
で
従
来
の
方
法
に
よ
る
地
味
な
運
動
を



展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
地
方
運
動
の
振
興
を
期
す
る
た
め
に
は
、
本
部
が
積
極
的
、
具
体
的
に
連
絡
指
示
す
る
こ
と

が
熱
望
さ
れ
て
い
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
世
界
立
正
平
和
運
動
が
、
上
か
ら
の
運
動
に
と
ど
ま
り
、
下
で
こ
れ
を
充

分
に
受
け
と
め
る
体
制
に
な
り
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

他
団
体
と
の
協
力
推
進

と
こ
ろ
で
、
今
日
ま
で
毎
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
記
念
日
に
、
東
京
千
鳥
ケ
淵
墓
苑
で
本
宗
が
修
し
て
い
る
戦
残
者
追
善
大
法
要
は
、

去
る
昭
和
三
十
五
年
八
月
十
五
日
に
山
田
管
長
が
導
師
で
催
し
た

「
戦
妓
者
慰
霊
大
法
要
」

が
引
き
つ
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り

九
日
前
の
八
月
六
日
、
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
話
会
が
主
催
し
た
、
「
被
爆
十
五
周
年
記
念
合
同
慰
霊
祭
」
が
虎
の
門
の
社
会
福
祉
会
館
で

盛
大
に
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
の

「
経
過
報
告
と
慰
霊
祭
の
趣
旨
」

を
中
濃
平
和
委
員
が
行
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
出
席
し
た
山
田
管
長
は
、

「
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
は
繰
り
返
え
き
な
い
。
平
和
に
向
っ
て
進
も
う
」

と
決
意
表
明
を
行
な
っ
て
い
る
。

翌
三
十
六
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、
京
都
で
第
一
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
が
開
か
れ
、
海
外
十
二
カ
国
か
ら
三
十

三
名
の
代
表
が
参
加
し
た
。
会
議
の
主
題
は
、
「
軍
備
全
廃
・
原
水
爆
禁
止
・
核
非
武
装
」

と
さ
れ
、
本
宗
か
ら
も
山
田
管
長
・
増
田
前
管

長
・
湯
川
日
淳
師
ら
多
数
が
参
加
し
、
会
議
成
功
の
た
め
大
き
く
貢
献
し
た
。
会
議
で
は
、
湯
川
師
が
管
長
代
理
と
し
て
、
「
一
九
五
四
年

い
ら
い
、
わ
が
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
世
界
立
正
平
和
運
動
を
提
唱
し
、
全
宗
門
を
あ
げ
て
原
水
爆
禁
止
・
戦
争
反
対
・
恒
久
平
和
の
実
現

を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
仏
陀
の
尊
い
教
え
に
基
づ
き
、
罪
深
き
三
毒
の
生
涯
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
一
般
大
衆
の
仏
性
関

頭
を
祈
り
、
こ
の
地
上
に
正
し
い
教
え
に
よ
っ
て
安
定
し
た
平
和
の
仏
国
土
を
建
設
せ
ん
と
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
願
い
の
道
を
、
私
た
ち

は
一
途
に
実
現
す
る
た
め
に
は
げ
ん
で
き
た
の
で
す
」

と
力
強
い
挨
拶
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
開
か
れ
た
第
七
回
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
は
、
東
京
で
二
十
五
カ
国
の
海
外
代
表
も
参
加
し
て
開
か
れ
、
そ
の
宗
教
者
集
会
で
、
中
濃
平
和
委
員
が
、
「
日
蓮
宗
世
界
立
正

平
和
運
動
に
お
け
る
被
爆
者
援
護
活
動
」

と
題
す
る
活
動
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
頃
か
ら
、
し
だ
い
に
中
国
と
ソ
連
と
の
対
立
気
運
が
生
ま
れ
、
や
が
て
そ
れ
が
表
面
化
す
る
と
い
う
国
際
環
境
が
生
じ
、
そ
の
波

紋
が
、
わ
が
国
の
原
水
爆
禁
止
運
動
や
平
和
運
動
に
も
波
及
し
は
じ
め
た
。
こ
の
国
際
情
勢
は
、
立
正
平
和
運
動
に
も
反
映
し
、
三
十
七

年
頃
に
、
運
動
の
休
業
状
態
が
生
ま
れ
も
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
情
況
下
と
国
内
で
の
権
力
側
に
よ
る
運
動
分
裂
工
作
の
も
と
で
起
こ
っ

た
の
が
、
「
中
外
日
報
」
紙
に
よ
る
立
正
平
和
運
動
に
対
す
る
中
傷
攻
撃
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
対
し
、
茂
田
井
本
部
長
は
、
昭
和
三

十
九
年
五
月
十
日
発
行
の
「
日
蓮
宗
新
聞
」
紙
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
抗
議
の
談
話
を
発
表
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
わ
れ
わ
れ
の
平
和
運
動

は
、
も
ち
ろ
ん
人
間
と
し
て
誰
で
も
が
希
求
す
る
と
こ
ろ
の
平
和
を
念
願
し
て
活
動
を
つ
づ
け
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
平
和
へ
の
道
を
は

ば
む
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
排
除
し
て
歴
史
を
正
し
い
方
向
に
向
け
よ
う
と
努
力
す
る
も
の
で
す
。
従
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
置
か

れ
て
い
る
位
置
は
右
で
も
な
け
れ
ば
左
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」

と
い
う
の
が
、
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

「
中
外
日
報
」

の
行
動
の

背
景
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
昭
和
三
十
六
年
±
月
に
、
そ
れ
ま
で
盛
り
あ
が
っ
て
き
て
い
た
原
水
爆
禁
止
運
動
を
分
裂
一

さ
せ
る
目
的
で
松
下
正
寿
氏
を
中
心
と
し
て
、
「
核
兵
器
禁
止
平
和
建
設
国
民
会
議
」
な
る
も
の
が
、
自
民
党
系
・
民
社
党
系
の
一
部
の
人
々
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に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
と
い
う
国
内
事
情
に
あ
っ
た
。
さ
き
に
紹
介
し
た
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
話
会
か
ら
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
が
-

脱
退
す
る
に
い
た
っ
た
の
も
、
や
は
り
同
じ
背
景
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
折
鶴
行
脚
」

の
成
果

そ
う
し
た
攻
勢
に
反
発
を
感
じ
、
運
動
の
停
滞
に
活
を
入
れ
る
よ
う
な
平
和
運
動
本
部
の
活
動
が
始
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年

の

「
折
鶴
行
脚
」

で
あ
っ
た
。
こ
の
年
七
月
に
開
か
れ
た
第
二
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
は
、
中
ソ
対
立
激
化
の
な
か
で
、
両
国
宗
教
代

表
も
ま
じ
え
、
宗
教
者
の
立
場
か
ら
、
両
者
の
対
立
を
克
服
し
て
大
き
な
成
功
を
お
き
め
た
が
、
そ
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
九
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
日
本
宗
教
者
平
和
会
議
で
、
被
爆
者
団
体
協
議
会
と
の
合
同
会
議
が
も
た
れ
、
二
団
体
共
催
で
被
爆
者
完
全
援
護
法
制
定
の

た
め
の
全
国
要
請
行
脚
(
折
鶴
行
脚
)

を
行
な
う
こ
と
が
申
し
あ
わ
さ
れ
た
。
そ
の
決
定
に
基
づ
き
、
北
は
青
森
か
ら
東
京
(
立
正
平
和
運



動
本
部
が
中
心
)
、
南
は
長
崎
か
ら
東
京
(
日
本
山
妙
法
寺
が
中
心
)

の
コ
ー
ス
が
決
ま
り
、
立
正
平
和
運
動
本
部
は
、
十
月
八
日
か
ら
三
週

間
に
わ
た
り
、
茂
田
井
本
部
長
・
近
江
幸
正
・
植
坂
行
雄
の
両
師
ら
が
行
脚
を
続
け
た
。
そ
の
趣
旨
は
、
「
原
爆
死
者
の
二
十
周
年
を
間
近

に
控
え
て
、
日
本
国
民
は
今
こ
そ
自
ら
の
運
命
に
目
を
開
き
、
あ
や
ま
ち
を
再
び
く
り
返
え
き
ず
ま
た
他
を
し
て
く
り
返
え
さ
せ
な
い
た

め
に
立
ち
あ
が
る
時
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
被
爆
者
完
全
援
護
法
請
願
の
運
動
は
、
被
爆
者
の
方
々
を
救
う
道
で
あ
る
と
と
も
に
、
わ
れ

わ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
運
命
を
切
り
開
く
第
一
歩
で
も
あ
る
」

と
い
う
に
あ
っ
た
。
立
正
平
和
運
動
本
部
は
、
そ
れ
に
さ
き
だ
ち
、

七
月
に
開
か
れ
た
委
員
会
で

「
被
爆
者
援
護
法
制
定
請
願
」

の
署
名
運
動
の
展
開
を
決
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の

「
折
鶴
行
脚
」

は
、

同
時
に
原
水
爆
禁
止
運
動
が
分
裂
の
様
相
を
深
め
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
原
水
禁
運
動
が
被
爆
者
の
気
特
を
わ
が
気
持
と

し
て
、
分
裂
を
解
消
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
を
込
め
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
行
動
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
全
宗
門
的
に
反
響
を

呼
び
、
十
月
八
日
に
盛
岡
市
で
開
か
れ
た
折
鶴
行
脚
団
歓
迎
岩
手
県
中
央
集
会
で
は
、
他
階
層
の
人
々
も
多
数
参
加
し
、
各
方
面
に
多
大

の
感
銘
を
あ
た
え
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
の
五
月
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
ユ
工
で
、
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
政
府
の
仏
教
徒
弾
圧
に
抗
議
し
た
デ
モ
が
起
こ
り
、
つ

い
で
六
月
に
は
、
テ
ィ
ッ
ク
・
ク
ワ
ン
・
ド
ク
師
が
焼
身
抗
議
供
養
を
な
し
、
全
世
界
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
る
と
い
う
事
件
が
起
こ

っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
茂
田
井
教
務
部
長
は
、
ゴ
・
ジ
ン
・
ジ
ェ
ム
政
府
に
対
す
る
抗
議
の
談
話
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
六
月
二
十

一
日
、
立
正
平
和
運
動
本
部
長
と
し
て
、
他
教
派
代
表
と
と
も
に
南
ベ
ト
ナ
ム
大
使
館
に
、
仏
教
弾
圧
を
即
時
中
止
す
る
よ
う
抗
議
行
動

を
お
こ
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
立
正
平
和
運
動
が
青
年
僧
侶
に
あ
た
え
た
一
例
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
年
八
月

に
、
九
州
博
多
で
催
さ
れ
た
第
四
回
全
国
日
蓮
門
下
青
年
結
集
で
、
「
立
正
平
和
運
動
の
姿
勢
を
正
す
よ
う
当
局
に
強
く
要
望
す
る
。
日
蓮

聖
人
の
精
神
を
ふ
ま
え
、
過
去
の
戦
争
を
憾
悔
し
て
平
和
を
守
る
」

こ
と
な
ど
を
盛
り
こ
ん
だ

「
結
集
宣
言
」

が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
平
和
運
動
が
、
か
つ
て
の
日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦
争
へ
の
厳
し
い
反
省
・
俄
悔
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
と
い
う
正
し
い
理
解
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
し
だ
い
に
宗
務
当
局
が
立
正
平
和
運
動
に
熱
意
を
失
い
、
社
会
活
動
か
ら

身
を
引
き
つ
つ
あ
る
こ
と
へ
の
警
鐘
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
境
を
昭
和
四
十
年
代
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
和
憲
法
擁
護
の
見
解

こ
こ
で
、
昭
和
三
十
九
年
二
月
に
開
か
れ
た
平
和
委
員
会
で
、
茂
田
井
本
部
長
の
諮
問
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
た

「
平
和
憲
法
擁
護
の
見

解
」

を
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
あ
え
て
そ
の
全
文
を
掲
載
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

平
和
憲
法
擁
護
の
見
解

わ
が
日
蓮
宗
は
、
昭
和
三
十
年
以
来
、
全
宗
門
的
運
動
と
し
て
世
界
立
正
平
和
運
動
を
行
な
っ
て
来
た
が
、
そ
の
精
神
は
法
華
経
に

示
さ
れ
た
人
間
尊
重
と
こ
れ
を
妨
げ
る
も
の
は
断
乎
と
し
て
否
定
す
る
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
貫
く
主
張
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ

の
立
場
か
ら
は
、
た
と
え
、
い
か
な
る
言
辞
を
弄
し
よ
う
と
も
、
仏
性
を
持
つ
全
世
界
の
人
間
を
破
滅
に
導
く
お
そ
れ
の
あ
る
核
兵

器
戦
争
と
、
戦
争
の
危
険
な
兆
候
は
否
定
さ
れ
、
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
地
下
実
験
・
大
気
圏

外
実
験
を
残
す
と
は
い
え
、
人
類
の
生
命
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
部
分
的
核
実
験
停
止
協
定
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ

る
が
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
や
ア
フ
リ
カ
、
と
く
に
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
国
際
間
の
平
和
が
脅
か
さ
れ
、
民
族
の

独
立
が
武
力
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
、
そ
こ
に
核
戦
争
の
危
険
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
に
深
い
憂
慮
を
い
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ

こ
そ
人
み
な
真
理
に
そ
む
き
(
白
法
隠
没
)
、
闘
争
に
明
け
暮
れ
る
(
闘
争
堅
固
)
末
法
の
様
相
で
あ
り
、
世
界
立
正
平
和
運
動
は
正
法

に
基
づ
い
て
、
そ
の
超
克
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
最
近
、
内
閣
憲
法
調
査
会
は
最
終
答
申
案
を
ま
と
め
つ
つ
あ
る
が
、
新
聞
紙
そ

の
他
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
現
行
憲
法
を
改
定
す
べ
し
と
の
意
見
が
多
く
、
政
府
も
そ
の
方
向
に
沿
っ
た
改
定
を
考
慮
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
現
行
憲
法
に
は
欠
点
も
あ
り
、
是
正
さ
れ
る
べ
き
箇
所
も
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
の
た
び
の
憲
法
改
定
の

動
き
の
濫
腸
と
そ
の
経
過
を
注
視
す
る
と
き
、
現
段
階
で
の
改
定
は
憲
法
第
九
条
の
戦
争
放
棄
の
規
定
を
変
更
す
る
方
向
に
沿
っ
て
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行
な
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
不
戦
平
和
の
現
行
憲
法
は
、
核
兵
器
競
争
、
核
戦
争
の
準
備
が
依
然
と
し
て
続
け

ら
れ
て
い
る
今
日
の
国
際
政
局
の
中
で
、
国
家
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
る
武
力
の
保
持
と
そ
の
行
使
を
否
定
す
る
高
い
精
神
的
立
場
を
内

外
に
宣
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、
「
汝
、
殺
す
な
か
れ
」
と
叫
ば
れ
た
仏
陀
の
教
え
に
か
な
っ
た
も
の
と
し

て
心
か
ら
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
行
憲
法
に
若
干
の
不
便
が
あ
ろ
う
と
も
、
憲
法
改
定
が
必
然
的
に
こ
の
不
戦
平
和

の
基
調
を
掘
り
崩
す
も
の
で
あ
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
、
現
行
憲
法
は
改
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
く
、
擁
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
見
解
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
の
立
正
安
国
の
ご
主
張
は
、
世
界
の
平
和
な
く
し
て
人
間
一
人
一
人
の
安
心
は
あ
り
得

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
こ
の
祖
意
に
し
た
が
わ
ん
と
す
る
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
国
が
自
前
の
利
害
に
よ
っ
て
平
和
憲
法

を
改
定
し
、
末
法
の
闘
争
堅
固
の
様
相
に
自
ら
拍
車
を
か
け
る
が
ご
と
き
こ
と
は
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
は
、
浬
葉
経
の
文
を
引
い
て
、
「
正
法
を
護
持
せ
ん
者
は
刀
剣
弓
箭
鉾
梨
を
持
す
べ
し
」
と
も
い
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
、
釈
尊
の
慈
悲
の
精
神
に
基
づ
き
、
「
一
を
殺
し
て
万
を
生
か
す
」
と
い
う
立
場
に
立
た
れ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
今
日
、
わ
が
国

が
憲
法
を
改
定
し
て
、
そ
の
平
和
の
精
神
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
現
下
の
国
際
政
局
の
中
で
、
い
た
ず
ら
に
国
際
緊
張
を
増
し
、
核

戦
争
の
危
険
を
一
段
と
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
「
万
を
殺
し
て
一
を
も
生
か
さ
ぬ
」
道
へ
一
歩
を
進
め
る
以
外
の
も
の
で
な
い
こ

と
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
日
の
情
勢
の
中
で
、
憲
法
の
精
神
を
強
く
支
持
し
、
仏
陀
の
不
殺
生
の
精
神
を
生
か
そ
う
と
す
る

方
向
に
は
い
く
多
の
困
難
と
障
樽
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
時
流
に
し
た
が
う
よ
り
、
仏
意
・
祖
意
に
し
た

が
う
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
、
わ
れ
わ
れ
白
蓮
教
徒
一
人
一
人
の
祈
り
と
発
言
、
行
動
が
世
論
と
人
々

の
覚
醒
を
呼
び
起
こ
し
、
世
界
立
正
平
和
の
礎
石
に
な
ら
ん
こ
と
を
自
負
し
て
以
上
の
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
見
解
の
全
文
だ
が
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
湯
川
日
淳
師
は
、
「
広
宣
流
布
に
は
布
教
の
面
か
ら
の
流
布
と
、
世
界
そ
の
も
の

が
そ
の
方
向
に
動
く
『
時
』
の
面
か
ら
の
両
面
が
あ
り
、
今
日
平
和
共
存
が
世
界
の
人
々
の
声
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
『
時
』
が
広
宣
流
布

に
向
っ
て
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
憲
法
に
戦
争
放
棄
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
有
力
な
広
宣
流
布
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
銘
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記
す
べ
き
で
あ
る
。
今
や
軍
備
全
廃
が
世
界
の
世
論
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
は
性
得
の
仏
性
が
修
得
の
仏
性
と
し
て
関
頭
し
っ
つ
あ

る
時
代
と
も
い
い
得
る
の
で
あ
る
。
自
衛
の
た
め
の
武
装
と
い
う
理
由
か
ら
憲
法
を
変
え
よ
う
と
い
う
の
は
時
代
逆
行
で
あ
る
。
政
治
家

が
そ
の
よ
う
な
類
例
の
考
え
に
お
ち
い
っ
て
お
る
時
は
宗
教
者
が
こ
れ
を
啓
蒙
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
全
面
的
支
持
の
談
話
を
「
日
蓮
宗
新

聞
」

紙
上
に
掲
載
し
て
い
る
。

立
正
平
和
運
動
の
停
滞

こ
の
よ
う
に
昭
和
三
十
年
来
、
各
方
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
あ
た
え
て
き
た
世
界
立
正
平
和
運
動
も
、
昭
和
三
十
五
年
第
八
宗
会
で
、

独
立
し
た
本
部
規
程
が
廃
さ
れ
、
宗
務
院
規
程
の
な
か
に
平
和
本
部
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
十
年
を
迎
え
る
頃
に
な

る
と
、
運
動
は
い
ち
じ
る
し
く
停
滞
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
、
同
年
九
月
に
開
か
れ
た
平
和
委
員
会
(
望
月
桓
匡
委
員
長
)
で

の
討
議
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
内
局
の
も
と
で
選
任
さ
れ
た
委
員
に
は
、
こ
れ
ま
で
真
剣
に
平
和
問
題
に
取
り
組
ん
で

き
た
委
員
の
多
く
が
は
ず
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
照
ら
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
委
員
会
で
の
討
議
で
は
、
平
和
運
動

の
理
念
が
問
題
と
な
り
、
①
抽
象
的
な
理
念
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な
目
標
を
た
て
る
。
②
平
和
運
動
即
布
教
の
認
識
を
高
め
よ
。
③
純

粋
な
宗
教
運
動
と
し
て
地
方
で
も
宗
務
所
長
、
布
教
師
会
長
が
率
先
し
て
協
力
で
き
る
も
の
に
す
る
。
④
難
解
な
諸
問
題
に
は
研
究
部
門

を
設
け
る
。
⑤
社
会
的
平
和
運
動
に
も
協
力
を
、
と
い
っ
た
点
が
話
し
合
わ
れ
た
が
、
結
論
的
に
は
、
①
過
去
の
実
績
を
検
討
し
、
立
派

な
も
の
を
継
続
す
る
。
③
他
の
諸
団
体
と
の
提
携
は
、
本
運
動
の
独
自
性
を
そ
こ
な
わ
ざ
る
か
ぎ
り
協
力
す
る
、
と
の
二
点
を
確
認
し
た

に
過
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
、
他
団
体
(
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
な
ど
の
こ
と
)
と
の
協
力
関
係
は
さ
け
る
、
対
社
会
的
な
運
動
か
ら
宗
内
運

動
へ
こ
も
る
べ
き
だ
と
い
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
護
法
伝
道
部
の
な
か
に
そ
の
一
部
門
と
し
て
名
目
だ
け
置
か
れ
る
と
い
う
状
態
を
生
む
と
、
運
動
は
文
字
通
り
開
店
休

業
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
宗
門
の
現
状
を
憂
い
て
、
昭
和
四
十
四
年
二
月
、
宗
内
有
志
七
十
九
名
は
「
立
正
平
和
の
会
」
結
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成
総
会
を
開
い
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
草
の
根
か
ら
立
正
平
和
運
動
の
伝
統
を
う
け
つ
ぎ
、
こ
れ
を
盛
り
上
げ
、
日
蓮
宗
世
界
立
正
平

和
運
動
本
部
の
活
動
を
側
面
か
ら
援
助
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
日
蓮
教
学
の
立
場
か
ら
立
正
平
和
の
理
念
を
研
鎖
し

普
及
す
る
こ
と
に
つ
と
め
よ
う
と
の
願
い
の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
初
代
理
事
長
に
三
谷
会
禅
師
が
就
任
し
た
。

ま
た
、
七
月
に
は
京
都
立
正
平
和
の
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
年
、
靖
国
神
社
国
家
護
持
法
案
に
反
対
す
る
声
明
文
が
、
第
二
十
二
定
期

宗
会
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
、
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
、
立
正
平
和
の
会
で
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
て
公
表
さ
れ
た
。

立
正
平
和
の
会
は
、
そ
の
後
も
立
正
平
和
の
理
念
に
つ
い
て
の
研
究
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
な
ど
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
に

「
立

正
平
和
の
理
念
と
実
践
の
大
網
」

を
刊
行
、
全
宗
門
に
訴
え
を
起
こ
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

ま
た
現
在
、
立
正
平
和
の
会
は
、
仏
・
基
そ
の
他
の
宗
教
有
志
団
体
と
と
も
に

「
宗
教
N
G
O
」
を
組
織
し
、
近
江
幸
正
師
を
事
務
局

長
に
お
く
り
、
日
本
に
お
け
る
原
水
爆
禁
止
運
動
の
市
民
団
体
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
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